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話

苑

回

マ
ル
ク
ス
の
絶
封
地
代
に
就
て

第
二
十
巻

(
第
一
主
誠
一
三
四
)

九
O
六

てF

Jν 

の
絶
封
地
代
に
就
て

ク

ス

j¥ 

木

芳

之

助

可
ノ
力
ア
ド
の
差
錨
地
代
設
の
修
正
策
充
吉
、
リ
カ
ア
ド
の

差
益
地
代
設
に
は
認
め
ら
れ
て
居
ら
ぬ
絶
封
地
代

ω論
設
古
で
あ
る
。
差
盆
地
代
に
閲
し
て
は
、

7
u
y

グ
ス
の
設

F
カ
ア
ド
よ
り
も
克
に
詳
細
複
雑
で
は
あ
る
が
、
併
し
大
館
其
の
本
質
に
於
て
は
、

wJ
カ
ア

r
の
所
設
ご

7
d
y

グ
ー
地
代
論
の
主
な
る
内
容
を
成
す
も
の
は
、

〈
所
、

異
な
る
も
の
で
は
な
レ
。
従

τ
マ
ル
ク
ス
の
地
代
論
中
に
於
て
最
も
興
味
あ
る
は
、
彼
の
紹
謝
地
代
論
で
あ
る
0

7

Y
ク
ス
の

y
カ
ア

V
に
封
す
る
攻
撃
は
、
叫
ノ
カ
ア
ド
が
拙
労
働
問
恨
儲
設
か
ら
出
俊
し
な
が
ら
、
党
(
の
推
究
を
徹
底

せ
し
め
歩
、
品
開
に
土
地
生
産
力
の
差
異
に
基
〈
差
盆
地
代
を
認
め
た
る
仁
止
ま
り
、
此
の
差
異
を
離
れ
て
も
、
猶

存
在
す
ぺ
き
絡
封
地
代
の
成
立
を
認
め
な
か
っ
た
貼
に
加
へ
ら
れ
て
ゐ
る
。
マ
ル
'
ク
ー
の
此
の
攻
撃
は
果
し
て
正

賞
な
る
で
あ
ら
う
か
。
ヌ
マ

F

F

A

の
主
張
す
る
如
〈
、
巣

L
て
積
備
法
則
か
ら
差
余
地
代
以
外
仁
絡
封
地
代
が

荷
緯
せ
ら
る
、
で
ゐ
ら
う
か
。
以
下
少
し
〈
此
等
の
黙
仁
闘
し
論
及
す
る
で
あ
ら
う
。

マ
ル
グ
旦
に
依
れ
ば
品
川
剰
皿
恨
他
の
最
古
の
形
態
は
、
農
死
物
を
産
出
す
る
に
要
す
る
勢
働
の
報
酬
を
越
ゆ
る
嘗

該
農
産
物
の
伶
剰
、
聞
も
地
代

E
L
て
表
現
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
此
の
際
地
主
は
、
此
の
俄
剰
聞
慣
値
た
る
地
代
を
生

産
者
か
ら
直
接
掠
奪
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
は
直
接
生
産
者
を

L
て
、
一
週
の
何
箇
日
か
を
地
主
の
所
有
地
に

II. Teil IT. S. 150. M町 X，Theorien uber den Mehrwert. Bd 1) 



於
て
無
償
の
崎
労
働
に
服
せ
し
む
る
噂
』
ご
あ
り
‘
叉
時
間
的
、
昼
間
的
に
か
〈
明
白
に
徐
剰
努
働
を
区
分
す
る
こ
ご

な
〈
、
労
働
生
産
物
の
一
定
部
分
を
現
物
に
て
要
求
す
る
こ

Z
ゐ
り
、
或
は
法
律
上
地
主
に
腸
属
す
る
土
地
の
利

用
に
針

L
て
貨
幣
に
て
支
携
を
要
求
す
る
こ

Z
が
あ
る
。
新
の
如
〈
経
済
後
遺
の
各
階
程
に
感
じ
て
、
勢
働
地

代
、
現
物
地
代
及
び
貨
幣
地
代
が
費
生
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
地
代
が
其
の
何
れ
の
形
態
に
於
て
現
は
る
〉
ぜ
問

は
歩
、
地
代
が
徐
剰
債
値
の
主
要
形
態
を
な
す
は
、
資
本
主
義
的
生
産
後
生
前
の
ニ
ピ
に
蔵
す
る
。

之
に
反
L
て
利
潤
は
、
資
本
主
義
的
生
産
後
生
以
前
の
何
れ
の
時
代
に
於
て
も
、
純
然
た
る
附
随
的
の
も
の
ざ

し
て
現
は
る
、
に
過
ぎ
な
い
。
何
ご
な
れ
ば
農
業
生
産
部
面
に
於
て
利
潤
が
後
生
す
る
や
否
や
は
、
直
接
生
産
者

が
地
主
に
地
代
を
支
梯
へ
る
後
、
必
須
的
生
活
資
料
以
外
に
倫
一
の
徐
剰
を
産
出
し
得
る
か
否
か
の
事
情
に
基
く

か
ら
で
あ
る
。
此
の
際
地
代
は
、
概
念
上
利
潤
を
汲
牧
す
る
も
の
で
る
っ
て
、
利
潤
が
現
貫
に
殺
生
す
る
場
合
に

ぞ
は
地
代
の
背
後
に
於
て
生
成
し
、
地
代
の
大
き
の
上
に
、
自
己
の
自
然
的
限
界
を
有
す
る
も
の
で
あ

る於
。"て
は

地
代
芭
利
潤
ご
の
此
の
関
係
は
、
今
や
資
本
主
義
的
生
産
方
法
が
出
現
し
、
農
業
に
も
普
及
す
る
に
及
ん
で
、

会
〈
そ
の
地
位
を
頬
到
す
る
に
至
る
も
の
で
あ
る
。
郎
も
利
潤
は
徐
剰
債
値
の
主
要
形
態
正
な

b
、
地
代
は
資
本

主
義
的
小
作
農
業
者
が
直
接
に
拙
労
働
者
か
ら
掠
奪
せ
る
会
倹
剰
腐
儲
中
か
ら
地
主
に
交
附
す
る
、
徐
剰
煩
値
の
一

部
分
Z
な
h
移
る
も
の
で
あ
る
。

乍
併
地
代
が
か
〈
稜
形
す
る
ニ
ご
は
、
決
し
て
資
本
主
義
的
生
産
以
前
仁
於
げ
る
利
潤
の
如
〈
、
科
率
的
仁
充

品
川
設
明
す
る
を
得
ざ
る
偶
後
的
の
も
の
ご
な
り
終
る
も
の
で
は
な
い
。
寧
ろ
反
劃
仁
、
延
世
資
本
主
義
的
形
態
に

説

マ
ル
ク
ス
の
絡
封
地
代

R
就
て

九
O
七

苑

第
二
十
巷

(
第
五
掠
一
三
宝
)
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設

苑

マ
ル
ク
ス
の
絶
封
地
代
に
就
て

第
二
十
巻

(
第
五
統
一
三
六
)

九
O
入

於
け
る
地
代
は
、
理
論
的
討
究
の
債
値
ゐ
る
濁
象
た
る
も
の
で
ゐ
る
o

先
づ
資
本
主
義
的
地
代
に
於
て
は
、
資
本

主
義
以
前
の
地
代
の
如
〈
、
そ
が
他
人
の
不
梯
勢
働

ω生
産
物
の
搾
取
に
基
〈
こ
ご
が
、
し
か
〈
明
白
に
現
は
れ

て
ゐ
な
い
か
ら
、
地
代
を
徐
剰
横
低
の
観
念
の
下
に
概
括
す
る
こ
=
は
、
正
に
理
論
家
の
任
務
ご
な
る
に
至
っ

た
。
従
て
土
地
所
有
な
る
も
の
は
抑
々
如
何
に
と
て
、
資
本
に
依
て
産
出
さ
れ
、
且
つ
直
接
般
に
占
有
さ
れ
た
る

徐
剰
贋
値

ω
一
郎
を
ば
、
夏
に
資
本
の
子
よ
h
奪
取
し
途
「
る
か
を
、
資
本
主
義
的
生
産
の
立
場
か
ら
研
究
す
と

こ
ご
が
必
要
ご
な
る
に
至
っ
た
。

併
し
マ
片
ク
A

の
考
ふ
る
所
に
よ
れ
ば
、
新
〈
問
題
を
提
議
す
る
ご
臨
も
、
デ

1
庁、

ρ

ッ
シ

1
等
が
重
農
血
中

一
淑
に
侍
頼

L
て
主
張
せ
る
が
如
〈
、
地
代
の
後
生
を
以
て
、
農
業
労
働

ω々
摩
カ
が
直
接
生
産
者
を
支
持
す
る
以

上
の
食
料
品
を
生
産

1
る
ご
の
事
賞
よ
り
演
縛
す
る
要
は
な
い
。
勿
論
右
の
事
貸
は
、
伶
剰
桜
値
産
出
の
自
然
的

根
祇
を
形
成
す
る
も
の
な
ム
リ
吉
雄
も
、
此
の
意
義
に
解
粋
せ
る
農
業
勢
働
の
生
産
力
を
指
示
す
る
こ
ご
は
、
地
代

が
倹
剰
痕
儲
ご
同
一
一
楓
せ
ら
る
、
ち
の
た
る
限
b
、
地
代
の
設
明
己
し

τ役
立
ち
得
る
も
の
で
あ
る
o

併

L
地
代

が
般
に
久
[
〈
徐
剰
街
低
の
特
殊
な
る
一
形
態
ご

L
て
、
叉
除
剰
煩
低

ω特
殊
な
る
一
部
分
ざ
し
て
後
建
せ
る
時

に
際
し
、
倫
俄
剰
労
働
、
随
て
俄
剰
償
値
一
般

ω自
然
保
件
仁
関
す
る
極
め
て
原
拾
的
な
概
念
を
反
覆
す
る
こ
Z

に
よ
っ
て
、
地
代
を
設
朋
L
得
な
い
の
で
あ
る
c

然
る
に
之
を
以
て
地
代
に
開

L
斬
新
な
る
意
見
を
提
示

L
得
る

も
の
さ
信
中
る
な
ら
ば
、
ぞ
は
阪
に
過
去
の
一
定
経
済
融
再
逮
階
段
仁
於

τこ
そ
斬
新
で
あ
h
、
豆
蛍
で
あ
っ
た
も

の
を
、
ぞ
れ
が
飯
仁
陳
腐
ご
な

b
、
世
肌
俄
ご
な
う
た
時
代
に
も
、
品
川
か
、
る
概
念
を
反
覆
す
る
こ
ピ
は
俗
皐
経
済

的
学
の
特
徴
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
o

か
〈

τ俗
血
中
経
済
撃
は
正
統
経
済
問
中
が
研
究
せ
る
諸
問
題
に
就
て
は
、
多
に
も
想

Marx， a. a. o. S. 317 4) 



ひ
及
ば
な
か
っ
た
-
』
正
を
自
認
す
る
場

M
t
に
な
る
の
で
ゐ
る
。

き
て
資
本
主
義
的
経
済
事
情
を
考
慮
し
て
、
マ
戸
グ
ス
に
先
き

rっ
て
、
地
代
論
を
立
て
た
る

E
統
経
済
問
学
者

中
に
て
貝
取
も
卓
越
せ
る
も
の
は
、
一
万
ふ
ま
で
も
な
〈
リ
ノ
カ
ア
ド
で
あ
る
。
地
代
ef
以
て
特
殊
形
態

ω徐
剰
問
問
倍
、

印
も
利
潤
を
越
ゆ
る
臨
時
剰
な

b
正
解
す
る
献
に
於
て
マ
ル
'
ク
ス
は
F
カ
ア
ド
ご
其
の
見
解
を
一
に
し
て
ゐ
る
。
併

し
マ
ル
ク
ス
は
叫
ノ
カ
ア
ド
の
地
代
論
を
決
し
一
1
葉
の
俄
採
用
せ
る
も
の
で
は
な
い
c

否
マ
戸
ク
ス
の
地
代
論
は
其

の
著
書
傍
剰
国
四
時
川
論
に
於
て
は
・
リ
カ
ア
ド
に
謝
す
る
論
守
の
形
式
に
於
て
、
夏
に
資
本
論
に
於
て
は
二
尉
闘
滑

な
る
論
争
の
形
式
を
以

t
記
越
せ
ら
れ

τ
ゐ
る
o
A
1
9
カ
ア
ド
地
代
論
に
劃
す
る
マ
ル
ク
ス
の
主
な
る
批
難
を
血
中

「
れ
ば
、
リ
カ
ア
ド
は
一
差
袋
地
代
ご
併
ん
で
縦
割
地
代
の
存
在
す
る
こ

t
h牛
若
週
刊
で
る
こ
ご
。
二
各
土
地
の
沃

度
の
差
異
並
に
涼
一
次
的
投
下
資
本

ω生
産
力
的
差
異
か
ら
殺
生
す
る
雨
形
態

ω地
代
を
充
分
明
確
に
属
別
せ
な
か

っ
た
こ
記
。
二
一
任
意
的
制
限
(
土
地
生
産
物
的
債
格
勝
賞
、
俊
等
地
か
ら
劣
等
地
へ
の
耕
作
の
藤
張
)
の
下
に
於
り

る
地
代
法
則
を
充
分
に
研
究
せ
な
か
っ
た
唱
}
ピ
の
三
鮎
で
ゐ
る
。

今
本
論
文
に
於
て
は
T

W

ク
ス
の
絡
封
地
代
に
就
て
論
争
る
を
本
旨
正
す
る
を
以
て
、
主
ご
し
て
問
題
正
な
る

は
右
の
第
一
知
で
あ
る
。

7

w

y

ク
ス

ω考
ふ
る
所
に
よ
れ
ば
、

せ
ぎ

h
し
を
以
て
a

y
カ
ア
ド
は
商
品
の
煩
低
己
其
の
生
岸
痕
格
Z
の
同
概
念
や
一
明
確
に
医
別

総
封
地
代
に
到
達
せ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
υ

マ
ル
ク
ス
に
よ
れ
ば
商
品
の
償
値
ご
生
岸
田
明
格

ソ
カ
ア

V
が
絡
調
地
代
の
発
生
を
不
円
認
サ
る
は
王
嘗
Z
調
は
ゴ
C

る・
γ
得
な
い
。
何
ご
な

Z
を
制
一
一
脱
す
る
以
上
、

設

苑

九
O
丸

マ
ル
ク
ス
の
柏
封
地
代
に
就
て

第
二
十
巻

(
第
五
披
一
三
七
)
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説

苑

マ
ル
ク
ス
由
柁
封
地
代
に
就
て

丸

O 

第
二
十
巻

(
第
五
腕
-
一
ラ
八
)

れ
ば
商
品
の
贋
低
ご
生
産
債
格
子
ぜ
同
一
視
す
る
前
提
出
り
下
に
於
て
、
若
し
も
農
産
物
の
百
常
債
格
が
、
卒
均
利

潤
以
外
に
倫
依
H
T
に
地
代
た
る
べ
き
過
剰
利
潤
を
奥
ふ
る
も
の
芭
す
る
な
ら
ば
、
農
産
物
の
正
指
贋
絡
が
、
其
の

生
産
債
格
以
上
に
立
つ
ご
一
五
ム
こ
ご
は
重
複
語
た
る
で
あ
ら
う
。
蓋
し
生
産
債
格
は
生
産
に
前
梯
ひ
さ
れ
た
る

資
本
(
不
護
資
本
及
び
可
縫
資
本
)
ざ
平
均
利
潤
ご
の
和
に
外
な
ら
な
い
。
農
産
物
の
債
格
が
そ
の
生
産
債
格
を
越

ゆ
る
ニ
己
に
よ
っ
て
、
必
然
、
過
剰
刺
潤
を
生
中
る
で
あ
ら
う
が
、
此
の
際
、
生
滞
債
格
は
痩
低
に
等
し
い
ご
仮

定
せ
る
を
以

τ、
農
産
物
の
債
格
は
僚
倍
以
上
に
上
る
で
あ
ら
う
。
同
時
に
農
産
物
以
外
の
総
て
の
生
産
物
は
、

そ
の
腐
値
以
下
で
販
寅
せ
ら
る
、
も
の
な
る
こ
ご
を
是
認
す
る
に
外
な
ら

5
る
も
の
で
あ
っ
て
、
却
も
回
明
値
は
一

般
じ
珂
論
上
概
念
せ
ら
晶
、
所
ピ
、
異
な
れ
る
も
の
た
る
こ
ご
を
前
提
乙
す
る
も
の
で
あ
る
o

即
も
同
一
量
的
勢

働
は
、
農
業
に
於
て
は
工
業
に
於
り
る
よ
り
も
、
よ
り
高
い
須
佐
を
生
?
る
に
至
る
で
あ
ら
う
。
従
て
商
品

ω痕

備
は
、
商
品
に
包
合
せ
ら
る
、
一
労
働
量
に
よ
っ
て
決
定
せ
ら
れ

F
る
に
至
り
、
終
済
山
中
の
会
根
祇
は
破
壊
さ
る
、

に
至
る
で
あ
ら
う
。
従
て
内
ノ
カ

1
v
が
絡
調
地
代
は
存
在
せ
な
い
I
Z
結
論
せ
る
は
正
賞
で
ゐ
る
。
併
し
唯
差
盆
地

代
の
存
在
の
み
が
可
能
で
ぬ
る
o

即
ち
最
劣
等
地
に
於
て
露
出
せ
ら
る
、
農
産
物

ω債
絡
は
、
他

ω凡
て
の
商
品

に
於
げ
る
ご
同
様
に
、
其
の
生
産
債
格
(
此
の
場
令
生
草
川
田
慣
格
は
債
値
に
等
し
い
ご
前
提
せ
ら
る
)
に
等
し
い
の
で

あ
る
。
此
の
議
勿
等
地
に
投
下
せ
ら
る
、
資
本
は
、
工
業
に
投
下
せ
ら
る
、
資
本
か
ら
、
特
殊
な
る
投
資

Z

し

て
、
積
類
上
匝
別
せ
ら
る
、
に
渇
き
な
い
V

。
従

τ認
に
於
て
、
償
位
法
則

ω
共
通
性
が
現
は
れ
る
。
而
し
て
優
等

地
に
生
十
る
差
益
地
代
(
此
の
際
唯
一
の
地
代
で
め
る
が
)
は
、
各
生
産
部
耐
に
於
て
悶
↑
の
市
場
償
備
が
行
は
る

、
た
め
、
卒
均
的
生
産
保
件
以
上
の
よ
り
優
越
せ
る
保
件
の
下
に
働
ら
(
資
本
仁
生
中
る
過
剰
刺
潤
に
外
な
ら
ざ

j止姥慣栴とは費用情格{商品の生直に前抑ひされたる不遇古本及び可監査資本}

に平均利闘を加へたるものをいふ。換吉すれば種々なる生産部門の種々なる

'fIJ潤平心平均を採り、 そう ιて此の平均宮口種々なる生陸部門由費用慣絡に
附加すると kによって成立する憤絡を いふ。

さ必



る
も
の
で
あ
っ
て
、
車
に
農
業
に
於
て
は
其
の
自
然
的
根
祇
た
る
土
地
の
た
め
、
確
保
せ
ら
る
、
も
の
で
あ
什

て
、
資
本
家
的
代
り
に
、
地
主
の
手
中
に
入
、
り
来
た
る
も
の
に
外
な
ら
な
い
。
き
れ
ば
農
産
物
的
岡
田
備
が
生
産
侵

絡
に
等
し
い

Z
L
・
而
し
て
農
産
物
が
生
産
債
格
(
正
償
問
問
格
)
以
上
に
販
資
せ
ら
れ
ぬ
ざ
す
れ
ば
、

η
ノ
カ
ア
ド
の

所
調
差
盆
地
代
以
外
に
如
何
な
る
形
態
の
地
代
も
存
在
し
得
な
い
さ
云
は
古
る
を
得
な
い
。

弦
に
注
意
す
ペ
ヨ
は
リ
カ
ア
ド
が
設
く
所
の
債
値
概
念
は
、
所
謂
相
針
的
の
阿
慣
値
概
念
で
あ
っ
て
、
彼
は
?

U

F

ク
ス
の
所
謂
償
低
の
現
象
形
態
た
る
交
換
債
値
を
説
明
す
る
に
止
ま
る
こ
ざ
で
め
る
。

y
カ
ア
ド
は
、
か
、
る
交

換
債
値
の
・
資
質
を
潟
す
絶
劃
的
債
値

ω存
在
を
明
儲
に
意
識
せ
な
か
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
其
の
結
世
末
、
彼
は
痩
値

範
時
ご
耐
慎
格
(
生
産
同
情
格
)
範
鴎
ご
を
混
同
し
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
即
ち
彼
山
慣
値
論
は
阿
幌
格
論
た
り
し
も
の
で
あ

る
。
而
し
て
彼
は
農
産
物
な
る
も
の
は
、
正
晴
債
格
(
生
産
償
格
)
を
以
て
販
責
せ
ら
る
、
古
の
前
提
の
下
仁
於

て
、
国
平
に
差
盆
地
代
の
み
を
認
め
し
に
止
ま
る
こ
ご
は
寧
ん
賞
然
の
蹄
結
正
一
再
ふ
べ
き
で
あ
る
。

7

戸
ク
ス
の
い
ふ
所
に
よ
れ
ば
、
リ
カ
ア
ド
は
勿
論
、
商
品
ゆ
桐
調
的
問
闇
値
は
、
生
産
に
入
込
む
回
定
資
本
並

に
勢
賃
に
支
出
せ
ら
る
、
資
本

ω異
な
れ
る
比
率
に
よ
っ
て
決
定
せ
ら
る
、
こ
さ
を
認
め
て
ゐ
る
o

然
し
彼
は
同

時
に
、
此
の
相
針
的
贋
値
は
競
争
に
よ
っ
て
平
均
せ
ら
る
、
事
震
を
も
認
め
て
ゐ
る
。
彼
が
惑
に
問
題
Z
し
て
ゐ

る
此
の
相
調
的
痩
低
は
草
な
る
生
産
債
格
に
過
ぎ
古
る
も
の
で
ゐ
る
o
彼
は
債
値
ご
生
志
向
闇
明
格
正
は
異
な
れ
る
も

の
た
る
こ
ご
に
恩
ひ
付
か
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
彼
は
此
の
雨
者
を
同
一
一
脱
せ
る
も
の
で
あ
る
。
資
本
の
有
機
的

組
成
が
異
な
る
場
合
に
は
、
田
恒
値
ピ
生
産
問
問
格
己
の
一
致
は
存
せ
ざ
る
を
以
て
、
彼
は
此
の
雨
者
の
一
致
は
直
接

に
競
守
に
よ
っ
て
、
行
は
る
、
事
賞
で
あ
る
ご
考
へ
た
の
で
あ
る
o
従
て
彼
は
農
産
物
の
痕
値
は
何
故
に
生
産
煩

苦主
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苑 i

ゴι

(
第
治
統
一
四
O
)

マ
ル
グ
ス
む
絶
割
地
代
に
就
て

第
三
斗
巻

格
に
卒
均
せ
な
い
の
で
あ
る
か
の
貼
を
疑
問
ご
せ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
彼
は
寧
ろ
農
産
物
の
煩
値
は
生
産
債
格

に
卒
均
す
る
吉
岡
同
定
せ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
此
の
見
解
か
ら
し
て
地
代
を
考
察
し
て
ゐ
る
。

反
之
優
位
ご
生
産
債
格
己
を
充
分
明
確
に
匝
別
す
る
に
及
ん
で
、
初
め
て
絶
封
地
代
の
殺
生
が
説
明
せ
ち
る
、
も

の
で
あ
る
。
何
ご
な
れ
ば
絶
封
地
代
は
農
産
物

ω生
産
債
格
を
越
ゆ
る
償
値
の
過
剰
に
外
な
ら
な
い
か
ら
で
あ

る
。
今
商
品
の
痩
位
三
其
の
生
産
債
格
ご
を
医
別
す
る
な
ら
ば
、
商
品
は
必
然
左
の
三
穏
類
に
分
類
せ
ら
る
、
で

あ
ら
う
o

郎
も
第
一
荷
類
の
商
品
仁
於
て
は
、
債
依
は
生
産
問
問
格
に
等
し
〈
-
第
二
積
類
の
商
品
に
於
て
は
、
師
明

値
は
生
斉
問
問
格
以
下
で
あ
'
り
、
第
三
栂
類
の
商
品
に
於

t
は
‘
回
慣
値
は
生
産
居
間
格
以
上
に
立
う
も
の
で
あ
る
。
而

し
て
農
産
物
の
調
絡
が
絶
劃
地
代
を
生
す
る
さ
の
事
情
は
、
農
産
物
川
ゆ
る
も
の
は
、
業
の
阿
恨
値
が
生
産
価
恨
格
以
上

に
立
つ
第
三
稿
類
の
商
品
に
属
す
る
屯

-
Fピ
詮
す
る
に
外
な
ら
な
い
。
何
ご
な
れ
ば
右
三
和
の
商
品
中
、
第
一
種

類
の
商
品
に
於
て
は
、
商
品
国
有

ω会
傍
剰
債
備
は
、
全
部
生
産
債
格
中
に
質
現
せ
ら
る
〉
ぜ
以
て
、
間
半
に
卒
均

利
潤
eT
生
す
る
に
止
ま
り
、
地
代
仁
特
化
す
べ
き
過
剰
刺
潤
を
生
中
る
品
開
地
が
な
い
o

真
に
第
二
積
類
の
商
品
に

於
て
は
.
共
の
耐
個
格
中
に
質
現
せ
ら
る
、
伶
剰
煩
値
は
、
商
品
岡
有
の
伶
剰
侭
儲
よ
り
も
大
な
る
を
以
て
、
此
凶

場
合
も
商
品
回
有
の
伶
剰
債
抽
出
中
よ
り
平
均
利
潤
以
上
の
過
剰
刺
潤
を
産
出
せ
ぎ
る
は
勿
論
で
あ
る
o

第
三
和
数

の
商
品
に
於
工
は
、
商
品
固
有
の
俄
剰
煩
備
が
卒
均
利
潤
を
越
ゆ
る
を
以
て
、
初
め
て
絶
封
地
代
後
生
的
可
能
を

間

興
ふ
る
も
の
で
め
る
o

以
上
論
中
る
所
仁
よ
っ
て
明
V
な
る
が
如
く
、
絶
封
地
代
め
後
生
を
設
明
ゼ
ん
が
た
酌
に
、
先
つ
起
り
来
た
る

第
一
の
問
題
以
、
何
故
に
農
産
物
の
債
備
は
某
の
生
産
債
格
を
越
ゆ
る
か
の
航
、
言
葉
を
扱
へ
て
云
へ
ば
、
和
h
4

S) Marx， ThcOl-ien iiber 血 nMchnvert II 1 S. J23 
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異
な
れ
る
生
産
印
面
に
於
け
る
等
量
の
資
本
は
、
如
何
に
し
て
異
な
れ
る
大
き
の
伶
剰
贋
値
を
産
出
す
る
か
、
何

故
農
業
倹
剃
債
値
は
卒
均
利
潤
よ
り
も
大
で
あ
る
か
の
黙
で
あ
る
。
此
の
問
題
は
地
代
分
析
に
閲
す
る
全
困
難
を

合
ん
で
ゐ
る
。
即
ち
マ
炉
グ
旦
に
よ
れ
ば
此
の
困
難
は
、
平
均
利
潤
を
越
ゆ
る
農
業
利
潤
の
遁
剰
を
説
明
す
る
こ

ご
に
存
す
る
の
で
ゐ
っ
て
、
ぞ
は
農
業
生
産
部
面
に
部
け
る
伶
剃
僚
値
を
説
明
す
る
ニ
ご
で
は
な
く
、
寧
ろ
農
業

生
産
部
面
に
固
有
の
過
剰
的
除
剃
療
値
を
説
明
す
る
こ
さ
に
存
し
、
随
っ
て
純
生
産
物
を
説
明
す
る
こ
ご
で
は
な

〈
、
寧
ろ
他
の
産
業
部
面
の
純
生
産
物
を
越
ゆ
る
農
業
の
純
生
産
物
の
超
過
を
説
明
す
る
こ
ご
に
存
す
る
で
あ

る
。
マ
W
Y

グ
旦
は
此
の
地
代
分
析
上
の
困
難
を
解
く
に
、
資
本
の
何
機
的
組
成
の
理
論
セ
以

τし
て
ゐ
る
o

伶
利

償
値
の
大
き
に
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
は
、
第
働
及
び
機
械
(
原
料
は
全
然
之
に
奉
加
せ
な
い
)
な

h
ご
す
る
ロ
オ
ド

4

W

ツ
月
に
反
し
て
、
マ
w
y

ク
ス
は
徐
剰
痕
値
を
全
然
可
愛
資
本

ω影
響
の
下
に
置
い
て
ゐ
る
o

却
も
不
遜
資
本

に
勢
立
す
る
勢
働
の
み
が
、
伶
剣
債
低
の
大
き
に
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
あ
る
。
ロ
オ
ド
イ
戸
ヅ
ス
に
於
け
る
徐

剰
車
率
の
公
式
(
司
斗
調
昔
、
エ
ク
旦
に
於
て
は
や
に
鴨
守
れ
て
ゐ
る

o
;ド

4

ヘ
ル
ツ
月
の

利
潤
率
の
会
式
、
は
、

7

F

F

A

に
於
け
る
ご
同
様
に
札
叩
l円
で
あ
る
が
、
ロ
オ
ド
ペ
戸
ヅ
旦
に
於
て
は
、
農
業
は

原
料
需
品
く
を
政
て
、
利
潤
守
議
塁
率
ご
は
一
致
す
る
所
で
あ
っ
て
、
印
も
司
船
罰
則
で
あ
る
o

此
の
雨
者
の
一
致
は
、
吾
々
が
農
業
仁
原
料
惇
簡
を
加
へ
、
か
〈
て
農
業
利
型
之
内
州
)
が
徐
剰
煩
倍
率

(
引
叫
劃
劃
)
か
ら
還
を
来
に
す
場
合
に
、
除
去
せ
ら
る
、
所
で
あ
る

o
Z
Z
T
4
2ヅ
ス
の

利
潤
率
の
設
を
採
用
L
、
俄
剰
慎
重
の
会
芝
山

γ
品
化
し
向
。

れ
ば
T

Y

h

y

ス
の
資
本
組
成
の
日
公
式
は
左
の
如
く
で
あ
る
o

就

苑

第
二
十
を

マ
ル
ク
ス
白
絶
封
地
伐
に
就
て

今
俄
剃
痕
低
率
を
百
バ

1
セ
ン
ト
正
す

(
第
五
抗

四

) 
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前i

守
ル
ク
ス
の
絶
到
地
代

L
就
て

:1， 

四

要E

第
二
十
巻

(
第
五
貌
一
四
一
一
)

一
工
業
資
本

二
平
均
的
資
本

三
農
業
資
本
ち
の
十
凶
O
〈
+
凶
O

ヨ
H

同
凶
0
(
+
同
0
)

此
の
会
式
よ
り
し
て
ぬ
寸
や
同
一
係
件
の
下
に
於

τ、
等
量
の
資
本
(
一

O
O
)
が
異
な
る
大
吉
の
利
潤
を
生
中
る
こ

ご
が
明
ら
か
で
あ
る
。
農
業
に
於
て
は
工
業
に
於
げ
る
よ
り
も
、
資
本
組
成
上
、
可
愛
資
本
の
割
合
大
な
る
を
以

て
、
よ
h
多
〈

ω品
川
剰
煩
値
を
産
出
す
る
0
4
7
や
競
守
は
各
組
の
生
産
部
面
に
於
て
生
や
る
積
々
異
な
れ
る
伶
剰

間
関
値
を
卒
均
利
潤
仁
均
等
な
ら
し
む
る
も
の
な
る
が
、
惑
に
農
業
超
過
利
潤
た
る
絶
封
地
代

ω可
指
が
存
し
て
ぬ

ち
の
十
HO〈
+
同
O
B
U
口
0
(
1
5
)

∞口の十
N
O〈
+
N
O
E
H
E
O

る。
き
て
7

庁
ク
ス
仁
よ
れ
ば
、
資
本
の
有
機
的
組
成
は
、
一
定
の
生
産
部
面
(
於
げ
る
生
産
力
俊
一
遥
殺
度
に
濁
す

る
指
岡
崎
で
ゐ
る
。
印
ち
生
産
力
が
後
達
す
る
さ
同
時
に
、
資
本
組
成
山
高
度
化
、
削
も
不
遜
資
本
に
劃
す
る
可
援

資
本
的
相
射
的
減
少
が
瀬
著
じ
な
り
来
た
る
も
の
で
あ
る
引
き
れ
ば
一
定
引
生
産
部
州
仁
於
け
る
資
本
が
、
制
曾

的
平
均
資
本
に
比

L
τ
、
其

ω有
機
的
組
成
が
よ
り
低
い

Z
云
ム
事
買
は
、
此
の
特
殊
生
産
部
面
於
け
る
枇
曾

的
労
働
的
生
産
力
が
、
卒
均
的
標
準
仁
注
し
て
ゐ
な
い
吉
一
五
P
A
-
-

ご
を
表
示
す
る
に
過
ぎ
な
い
o

従一
1
農
業

ω
超

過
利
潤
は
、
工
業
に
比
し
て
農
業
生
産
カ
の
比
較
的
僅
少
な
る
後
遺
に
蹄
す
べ
き
で
あ
る
。
併
乍
ら
7

U

F

ク

1
u

蕊
に
問
題
ピ
な
れ
る
農
業
資
本
の
性
質
を
歴
史
的
に
説
明
せ
ん
さ
す
る
に
在
っ
て
、
農
業
生
産
夫
自
挫
の
本
質
か

ら
演
鰐
せ
ん
正
す
る
も
の
で
は
な
い
。
農
業
資
本
的
相
封
的
低
位
な
る
組
成
(
ロ
オ
ド
J
一

F

ツ
ス
に
於

τは
農
業

原
料
債
値
の
故
知
に
よ
b
て
僚
件
づ
け
ら
れ
て
ゐ
る
)
を
一
定
不
援
な
の
ご
僻
す
る
ロ
オ
ド
ベ
W

ツ

見
に
調
し
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て
、
正
に
反
針
的
立
場
に
ゐ
る
も
の
さ
謂
ふ
日
、
き
で
あ
る
。
マ
U
F

ク
ー
は
車
に
原
料
開
恨
伎
の
柏
駅
如
に
よ
っ
て
、
農

業
資
本

ω有
機
的
組
成

ω低
位
な
る
こ
さ
を
絶
針
的
に
仲
間
鐸
せ
ん
ご
す
る
ロ
オ
ド

d
w
ツ
月
に
封
し
、
之
を
不
令

理
.
梨
き
的

ωも
の

Z
し
て
批
難
せ
る
所
で
あ
る
。
反
之
7

ι

F

F

ス
に
よ
れ
ば
資
本
主
義
的
生
産
的
行
は
る
、
一

園
、
例
へ
ば
英
闘
に
於
て
、
農
業
資
本

ω組
成
が
刑
合
的
平
均
資
本
り
組
成
よ
り
も
低
位
た
る
か
否
か
は
、
一
説
梓

的
に
は
鐙
明
せ
ら
れ
待
な
い
の
で
あ
っ

τ、
唯
統
計
的
に
の
み
詮
明
し
得
る
所
で
あ
る
じ
古
れ
ば
時
代

ω
都
港
仁

件
ひ
、
農
業
資
本
が
、
農
業
り
技
術
的
進
歩
に
随
つ

τ、
工
業
資
本
ピ
同
一
組
成
仁
達
す
る
可
能
は
、
充
分
之
を

認
め
し
所
で
あ
る
o

従
て
マ
戸
ク
ス
は
工
業
R
A
ぴ
農
業
聞
の
資
本
組
成
が
、
平
均
す
る
結
果
ピ
し
て
絶
勤
地
代
消

滅
の
可
飽
性
を
明
白
に
認
む
る
所
で
あ
る
。
彼
の
謂
ふ
所
に
よ
れ
ば
、
ロ
オ
ド
ペ
U
Y

ヅ
ス
に
於
る
地
代
は
、
そ
の

原
料
開
但
値
凶
た
め
、
永
久
的
性
質
(
少
〈
手
も
資
本
主
義
生
産

ω期
間
)
を
帯
び
℃
ゐ
る
。
然
る
に
余
に
於
て
は
、

地
代
は
、
資
本

ω有
機
的
組
成
に
於
る
歴
史
的
差
異
に
基
く
も
の
で
あ
っ
て
、
然
か
も
此
差
異
は
一
部
分
平
均
せ

ら
る
、
も
の
で
あ
り
、
T
A
H

農
業

ω後
遼
に
伶
ひ
全
然
抽
削
減

L
得
る
も
の
で
あ
る
。
勿
論
此
場
合
ピ
臨
も
、
差
異
が

土
地
の
自
然
的
沃
度
に
存
す
る
限
h
、
椴
ム
ザ
紹
封
地
代
は
消
滅
に
蹄
す
る
も
、
差
盆
地
代
は
残
存
す
る
で
ゐ
ら

η
 

ぅ
。
真
に
日
〈
、
此
資
本
の
有
機
的
組
成
に
於
る
差
異
は
、
歴
史
的
の
も
の
で
あ
h
、
従
て
消
滅
し
得
る
も
の
で

あ
る
。
絶
拠
出
地
代
の
存
在
を
可
龍
な
b
z
一
不
す
推
論
は
、
同
様
に
此
地
代
の
作
用
、
存
在
は
農
業
の
一
定
後
逮
階

段
に
特
存
な
る
隆
史
的
事
賞
で
あ
っ
て
、
一
府
援
詮
せ
る
階
段
に
於
て
は
消
滅
し
得
る
も
の
な
る
唱
』
子
炉
』
示
す
も

の
で
あ
る
。
き
れ
ば
農
業
資
本
の
相
劃
的
低
位
な
る
後
述
を
前
提
ご
す
る
絶
割
地
代
は
、
事
も
一
般
的
浸
瞥
牲
を

要
求
し
得
な
い
の
で
あ
っ
て
、
此
前
提
が
消
滅
す
れ
ば
、
絶
品
割
地
代
も
亦
消
滅
に
蹄
す
る
も
の
で
あ
る
。
(
未
完
)

説

?'s 

マ
ル
ク
ス
の
絶
劉
地
刊
に
就
て

(
第
五
娘
一
四
一
ニ
)

第
二
十
巻

丸
一
王

~arx， Theorien ubcr den ~ehnvert II T. S. 226. 257 
島1arx，Das J王礼pitalU1 2. S. 293 
!y!eUX， Theoricn ubersen Mehl:-wert II I. S. '275 
1VIarx， a. a. O. II _2._ S. 15 
MaTX， D礼5Kapital 111 2. -5. 293 

)
)
)
}
)
 

5
6
7
8
9
 

1
1
1
1
1
 


